
　　　　　　　モノクロル酢酸の分解慶：試験成績報告書

　　　　分子式　　e2恥02C皿

　　　構造式　　　　H
　　　　　　　　　　　I　　O
　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　H－G－G
　　　　　　　　　　　l　＼OH
　　　　　　　　　　　CE

3　試験方法及ぴ条件

鵜三三擁…一……・
　　　　　　　　　　　試験期間　3週間

　　　　酸素消費量自動測定磯

　　　　3／の記録による

　　（a）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　ガスクロマトグラフ　　検出器　F工D

　　　　　　　　　以下次頁へ続く

z　試験期間　　昭和50年6月6日～昭和’！年3月2“日

ユ　試　料　名　　モノクロル酢酸（試料慮K－7．2）

3／　試験装置

32　酸素消費量測定

33　生分解試験後の直接定量法

（◎　分析試料の前処理

試 験姦

　・ろ過（搬5’Cろ紙使用）

　　　・／00m■分取

　　　。濃縮（ロ一夕リーエ’球鮎』ター使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・！Oml定容　　　　　　　IT　o　e計試料

　　　・5m■分取

　　　←HC2’oμユ

　　　・／時間放置

匹亟郵

（c）分析条件

　　全有機炭素分析計（TO　C計）

　　　流速　T　G回路　．Z∫0皿1／min

　　　温度　TO炉　　920℃

　　ガスクロマトグラフ（（｝C）検出器　F工D

　　　キャリアガス　　品

　　　充てん剤　クロモソルプ／01

　　　ガラスカラム　　2皿∫6×03m

　　　カラム温度：　　！77℃



荏　試験結果

分解度（5） 付　　　図 付　　　表

酸素消費量による結果 6よ0 1
『

TOG計による結果 9818 2 1

（｝　G　による結果 ／00 3 2

よ　そ　の　他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（1）　K－72は、水中では強い酸性を示すので一N　NαOHでは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／0

　　闘70に調整して試験を行った。

　㈱　クーロメ一夕ーの酸素吸収曲線が／4日後変化しつつあった

　　ので、3週間に延長したが、汚泥系2点のうち！点の固のみ分

　　解の傾向を示したので参考試験等の結果から国の1点で計算し

　　た。

　　　この分解のバラツキはK－72の汚泥に対する阻害性が考え

　　られたので確認の意味で試験条件を変えて再試験を行った0

6，　ク一口メ一夕ーによる再試験

61　試験条件

　　　　試料濃度　’OpI）m　　　試験期間　3週間

　　　　汚泥濃度　30PP皿

62　分析条件

　　　全有機炭素分析計（T　o　c計）

　　　　流速　Te回路　．Z20皿／血n

　　　　温度　TC炉　　880℃

　　　ガスクロマトグラフ（（｝G）検出器　F工D

　　　　キャリアガス　　撫

　　　　充てん剤　クロモソルブ！01

　　　　ガラスカラム　　．2㎜φ×03

　　　　カラム温度：　！80℃

6．3　試験結果

分解度（％） 付　　　図 付　　　表

酸素消費量による結果 ノ∠3 挙
｛

TOO計による結果 ∠．2 5 3

G　C　による結果 （一）※ 6 4

　　　※　負の値を得たので（一）とした。

　酸素吸収曲線は前回のようなバラツキは示さず、分解の挙動

は示さなかった。間接法による分解度は．1∠3％と多少ある

零うに見えるが、これは試験濃度が」Opエmであるため、TOD

の値が小さく左るためと考えられるo



　　　な寿、クーロメ一夕ー3週間後のpEは次のようであった。

　　　　　　　□基礎呼吸6．9

　　　　　　　團　汚泥　＋　K－72　71！

　　　　　　γ團　汚泥　＋　K－72　70

　　　　　一’団　水　　十　K－7．2　70

　　　　　1区1水　　十　K－72　6．5

　　　　　　　1
　　　区］のpHは6よは中和操作のミスと考えられるため計算上採用

　　しなかった。

　　　再試験の結果から、K－72は通常の方法では分解度に相当の

　　バラツキが考えられたため、π＝」で開放系による確認試験を行

　　つプヒ。

　　　　試料濃度　／00ppm　　試験期間　3週間，4週間

　　　　汚泥濃度　　30ppm

72　分析条件

　　　　全有機炭素分析計（T　o　e計）

　　　　　流速　T　G回路　200m1／min

　　　　　温度　TO炉　　890℃

7　開放系による結果

7／　試験条件

73　試験結果

　　3遡閻勘ではπ＝5のうち・2点は分解の傾向を示したが、低い

　　分解度であった。　（図一7，表一」参照）

　　　しかし、4週間目では箆＝5のうち・Z点は90％以上の分解

　　を示し．残り3点のうち2点も60％以上の分解度を示した。

　　（図一8，表一6参照）

　　試験期間をさらに延長すれぱ、ほぼ完全に分解すると推測さ

　れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上




